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第一章 
基本的事項 

 

 

１ 趣旨 

私たちには、市域における環境を保全し、将来世代へ引き継いでいく責任があります。地域

環境を保全していくためには、行政のみならず、市民、事業者、民間団体といった市域で活動

するすべての主体が、各々で取り組むことができる活動を積み重ね継続していく必要がありま

す。 

市は、市域における最大の事業者であり、かつ最大の消費者の一つでもあります。市は、

模範を示すべき立場にあることに加え、エネルギーを多量消費する一事業者としても、環境へ

の負荷の少ない事業活動を実現していかなければなりません。市自らが率先して行動するこ

とは、環境保全のための取組を、市民、事業者、民間団体等を含めた市域全体のものとしてい

くための第一歩といえます。 

このような趣旨のもと、市が実施する公共工事における環境配慮を定めた「川越市環境にや

さしい率先実行計画（公共事業における環境配慮編）」を平成 11 年 5 月に策定しました。策定

後約 10 年を経過し、配慮するべき項目等にも新たな視点を加える必要が生じてきたため、同

計画を見直し、ここに「公共工事における環境配慮指針」を策定するものです。 

 

２ 対象範囲 

市が実施する公共工事を対象とします。 

 

３ 位置付け 

本指針は、「第二次川越市環境基本計画」に基づく、市が実施する公共工事における環境

への負荷を低減するための「具体的な行動指針」です。 
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４ 推進体制 

本指針は、川越市環境マネジメントシステムの中で実施します。なお、川越市環境マネジメ

ントシステムの適用範囲は、本市が実施する事業のすべてを含みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一年度における流れ 

①各事業部署のエコ推進員は、公共工事における環境配慮計画書（様式 1）を作成し、チェ

ックシート（様式 2、3）の目標欄に記入して、部長に報告し、環境政策課に書類を提出し

ます。 

②環境政策課は、様式 1 から「進行管理点検票」を作成します。 

③各事業部署の EMS 推進員は四半期毎に実施状況を確認し、「進行管理点検票」に記入

して、部長へ報告します。 

④環境政策課は、1 年に一度実施状況をとりまとめ、環境推進会議（幹事会・調査研究会

を含む）へ報告します。 

⑤環境推進会議（幹事会・調査研究会を含む）は、実施状況を評価・検討し、検討内容を市

長へ報告します。 

⑥市長は、実施報告書、ホームページなどにより実施状況を市民等へ公表します。 

⑦環境政策課は、市民等から寄せられた意見をとりまとめ、環境推進会議を経て、市長へ

報告します。 

○8 市長は、必要に応じて見直しを行い、指示を出します。 

様式 1～3 の作成・報告

「進行管理点検票」提出（四半期毎）
返却 

事業部署：エコ推進員 

意見 

提案 

指示 「市民意見」 
報告 

指示 

事務局：環境政策課 

「実施状況」 
報告 

環境推進会議  
幹事会・調査研究会 

公表 

報告 指示 報告 指示 

市民等 市長 

部局室のとりまとめ課 

返却 
様式 1～3 の報告

「進行管理点検票」提出（四半期又は年度）
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５ 進行管理 

本指針の進行管理は、川越市環境マネジメントシステムに基づくＰＤＣＡサイクルにより推

進をはかります。 

 

公共工事における環境配慮指針 

環境にやさしい公共工事の推進 

進行管理点検票による点検 

継続的改善 

公共工事における環境配慮 

● 計画・設計段階における環境配慮（主観評価） 

● 施工段階における環境配慮（客観評価） 
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5 

 

第二章 
実施方法 

 

１ 年度における書類提出等の流れ 

 

各事業部署のエコ推進員は、以下の手順で、公共工事における環境配慮についての進行

管理を行います。 

 

① 年度当初 

 

各

事

業

部

署 

 

 

② 各四半期終了後 （工事終了日が属する四半期を除く） 

 

各

事

業

部

署 

 

進行管理点検票の記入 
→ 記入できる項目のみ「実績」を記入 

所属長、部室局長の確認 

環

境

政

策

課 

環

境

政

策

課 

対象事業の有無の確認 

「公共工事における環境配慮計画書」（様式１） 
「計画・設計段階チェックシート」（様式２）※ 

「施工段階チェックシート」（様式３-①～３-⑦）※ 
 

※チェックシートは「目標」欄のみを記入 

所属長、部室局長の確認 

対象事業それぞれについて、以下の中で該当す
る書類を作成（詳細は「作成要領」を参照） 

「公共工事における環境配慮

計画書」（様式 1）、チェックシ

ート（様式 2、3）の作成依頼 

該当書類を提出 

筆
頭
課

「進行管理点検票」作成、配布 

「進行管理点検票」作成依頼 

「進行管理点検票」の提出 

筆
頭
課
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③ 年度終了時・工事終了日が属する四半期の終了時 

 

各

事

業

部

署 

 

 

２ 対象事業 

 

対象事業は、以下（１）～（３）の要件をすべて満たす事業とします。 

（１）市が実施する公共工事（ＰＦＩ事業を除く）である。 

（２）計画・設計段階において、別表１に掲げる事業種類に該当する。 

（３）施工段階において、別表２に掲げる工事規模に該当する。 

 

※各事業部署において、同年度内に５件を超える該当事業がある場合には、予算額上

位５件の事業についてのみ必要書類を作成すればよいものとします。（５件以外の事業

については、書類作成は不要とするものの、本方針に沿い工事を実施します。） 

ただし、予算額上位５件の事業を選出した結果、事業担当者が重複する場合、もしく

は工事内容の類似する事業が重複する場合には、事業担当者や工事内容が重複し

ないように可能な限り調整して、事業を５件選択するものとします。 

 

［別表１］ 対象とする事業種類 

① 道路の整備 ⑦ 廃棄物処理施設の整備 

② 建築物の建設、工作物の設置 ⑧ 市街地の整備 

③ 下水道の整備 ⑨ 農業地域の整備 

④ 公園の整備 ⑩ 工業団地、工業用地の造成 

⑤ 河川の整備 ⑪ 住宅団地の造成 

⑥ 水道の整備 

※⑦～⑪については、別表２に掲げる工事が複数組み合わさった計画等も含みます。 

環

境

政

策

課 

進行管理点検票の記入 
→ 全項目について「実績」を記入 
→ 「環境配慮率」（実績）を算出 

所属長、部室局長の確認 

「進行管理点検票」作成依頼 

「進行管理点検票」、チェック

シート（様式 2、3）の提出 

筆
頭
課 
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［別表２］ 対象とする工事規模 

① 道路工事 3000 万円以上 

② 建築工事 １ 億 円 以 上 

③ 解体工事 3000 万円以上 

④ 下水道工事 3000 万円以上 

⑤ 造園工事 3000 万円以上 

⑥ 河川工事 3000 万円以上 

⑦ 水道工事 3000 万円以上 

※工事規模の金額は、契約金額または予算額とします。 

 

３ 作成要領 

 

①全般について 

・「公共工事における環境配慮計画書」（様式１）およびチェックシートは、対象事業それぞ

れについて作成します。 

・事業の進捗に伴い所管が変更となる場合は、所管が移った部署において評価を行いま

す。 

・複数の部署にまたがる事業については、該当部署間において協議し、書類作成および進

行管理等を行うこととします。 

・年度当初において、作成および提出を要する書類は、以下のとおりとします。 
 

事業予定 提出書類 

年度中に、「計画・設計」および「施

工」を実施する事業 

 

・「公共工事における環境配慮計画書」（様式１） 

・「計画・設計段階チェックシート」（様式２） 

・「施工段階チェックシート」（様式３-①～３-⑦） 

年度中に「計画・設計」を行い、「施

工」はしない事業 

・「公共工事における環境配慮計画書」（様式１） 

・「計画・設計段階チェックシート」（様式２） 

年度当初において、既に「計画・設

計」が終了しており、当該年度にお

いては「施工」を行う事業 

・「公共工事における環境配慮計画書」（様式１） 

・「施工段階チェックシート」（様式３-①～３-⑦） 

 

 

・年度途中において、年度当初に予定していなかった対象事業が発生した場合には、速や

かに、「公共工事における環境配慮計画書」（様式１）および該当するチェックシートを作成

し、環境政策課へ提出することとします。 
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・事業が複数年度に及ぶ等により、年度中に事業の各段階が終了しない場合であっても、

年度終了後（第４四半期終了後）の時点で評価を行います。全く評価できない場合は、す

べてのチェック項目で「該当しない」を選択します。 

 

②「公共工事における環境配慮計画書」（様式１）について 

・「事業段階」は、「計画・設計段階」「施工段階」の一方もしくは両方を選択します。 

・「運用基準」には、環境配慮の根拠となる法令、計画等を記入します。 

・「計画・設計段階」および「施工段階」のチェックシートで算出した「合計点数」「該当項目

数」を、該当欄に記入します。「合計点数」「該当項目数」をもとに、「環境配慮率（％）」を計

算します。「環境配慮率」は、小数点第二位を四捨五入し、小数点第一位まで算出します。 

 

環境配慮率 ＝ 

 

（計算例） 年度中に「計画・設計」を実施し、「施工」は行わない。「計画・設計段階チェックシート」

における「合計点数」が 40 点、「該当項目数」が 30 項目であるとき 

 

環境配慮率 ＝ ×100 ≒ 44.4％ 

 

③「計画・設計段階チェックシート」（様式２）について 

・すべての事業（工事）で共通のチェックシートとなります。 

・年度当初においては、各項目の「目標」欄に、実施する予定であるものには「３」、実施する

予定はないものには「０」、該当しないものには「-」を記入します。 

・チェックシートに列挙された項目の他に、環境配慮を行った事項がある場合には、「その

他」欄にその内容を記入し、「３」「０」「-」による評価を行います。 

・各四半期が終了した際には、その時点で評価が可能な項目の「実績」欄に、実施したもの

には「３」、実施しなかったものには「０」、該当しなかったものには「-」を記入します。 

・年度終了時もしくは工事終了日が属する四半期の終了時においては、全項目の「実績」欄

に「３」「０」または「-」を記入します。財政上等の理由により、結果として「採用、活用、設置」

等が実現されない場合であっても、実現に向け「努めた」「検討した」「推進した」等の事実

がある場合には「３（実施）」を記入します。 

・「目標」欄および「実績」欄に記入された数値（点数）を合算し、「目標」および「実績」の「合

４０点＋０点

３×（３０項目＋０項目） 

「計画・設計段階での合計点数」＋「施工段階での合計点数」 

３×（「計画・設計段階での該当項目数」＋「施工段階での該当項目数」） 
×100 
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計点数」を算出します。 

・「該当項目数」には、「目標」「実績」のそれぞれについて、「３」を記入した項目数と「０」を記

入した項目数を加算した数値を記入します。「-」を記入した項目の数は、カウントしませ

ん。 

 

④「施工段階チェックシート」（様式３-①～３-⑦）について 

・様式３-①から様式３-⑦の７枚のシートの中から、事業（工事）内容に最も合致するシートを

事業部署において選択します。チェックシートの選択にあたっては、事業名称にとらわれる

ことなく、工事内容に最も即したものを用いることとします。 

・年度当初においては、各項目の「目標」欄に、「評価基準」の中から該当する数値（点数）を

選択して記入します。該当しない項目については「-」を記入します。 

・チェックシートに列挙された項目の他に、環境配慮を行った事項がある場合には、「その

他」欄にその内容を記入します。評価基準は、他の項目を参考に、事業部署で独自に設定

するものとします。 

・各四半期が終了した際には、その時点で評価が可能な項目の「実績」欄に、「評価基準」

中で該当する数値（点数）、もしくは「-（該当しない）」を記入します。 

・年度終了時もしくは工事終了日が属する四半期の終了時においては、全項目の「実績」欄

に、「評価基準」中で該当する数値（点数）、もしくは「-（該当しない）」を記入します。 

・「目標」欄および「実績」欄に記入された数字（点数）を合算し、「目標」および「実績」の「合

計点数」を算出します。 

・「該当項目数」には、「目標」「実績」のそれぞれについて、「３」「２」「１」および「０」を記入し

た項目数の合算値を記入します。「-」を記入した項目の数は、カウントしません。 

・施工機械（クレーン、ブルドーザ、マカダムローラ等）に係るチェック項目については、「計

画・設計」「施工」の各段階を通じて同一の機械が使用されるような場合、同一機械に係る

重複する項目について、チェックを省略（該当しない（「-」）を選択）できるものとします。 
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様式 １ 

 

公共工事における環境配慮計画書 

 

作成日：  平成○○年○○月○○日  

所属名：  □□□□□課  

所属長：  △△△ △△  

エコ推進員：  ◇◇ ◇◇◇  

 

事業（工事）名 第○○○号橋架け換え工事 

事業段階 計画・設計段階 施工段階 

実施場所 川越市□□□ 

事業（工事）期間 平成△△年△△月 ～ 平成◇◇年◇◇月（予定） 

事業（工事）費 ○○○○○○円（予算額） 

運用基準 

（関連法令、計画等） 

・公共工事における環境配慮指針 

・□□□□□□□□法 

事業種類 

道路 建築物・工作物 下水道 市街地 

公園 河川 廃棄物処理施設 農業地域 

水道 工業団地・工業用地 住宅団地 

工事種類 
道路 建築 解体    下水道 造園  

河川 水道 
 

事業（工事）内容 
工事延長＝○○○m 

橋長＝□□□m 

巾員＝△△m 

点検責任者 

（事業担当者） 
○○ ○○ 

 

 計画・設計段階 施工段階 合計  環境配慮率 

合計点数 
78 点 

① 
0 点 

②

78 点 
①＋②

 

該当項目数 
32 項目 

③ 
0 項目 

④

32 項目 
③＋④

 

81.3 ％ 

(①＋②) 
――――――― 

３×（③＋④） 

 
※「合計点数」および「該当項目数」の内訳は、「計画・設計段階チェ

ックシート」および「施工段階チェックシート」のとおり 

レ  

レ  

 

 

 

 

 

  

 

 

記入例 

×１００ 

小数点第二位を四捨五入

レ     
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第三章 
様 式 

 

 

様式 １ 公共工事における環境配慮計画書 

 

様式 ２ 計画・設計段階チェックシート 

 

様式 ３ 施工段階チェックシート 

 

様式 ３-① 道路工事用 

様式 ３-② 建築工事用 

様式 ３-③ 解体工事用 

様式 ３-④ 下水道工事用 

様式 ３-⑤ 造園工事用 

様式 ３-⑥ 河川工事用 

様式 ３-⑦ 水道工事用 



様式 １ 

 

公共工事における環境配慮計画書 

 

作成日：          年    月    日  

所属名：    

所属長：    

エコ推進員：    

 

事業（工事）名  

事業段階 計画・設計段階 施工段階 

実施場所  

事業（工事）期間           年    月 ～           年    月（予定） 

事業（工事）費                       円（予算額） 

運用基準 

（関連法令、計画等） 

・公共工事における環境配慮指針 

・ 

事業種類 

道路 建築物・工作物 下水道 市街地 

公園 河川 廃棄物処理施設 農業地域 

水道 工業団地・工業用地 住宅団地 

工事種類 
道路 建築 解体    下水道 造園  

河川 水道 

 

事業（工事）内容  

 

 

点検責任者 

（事業担当者） 
 

 

 計画・設計段階 施工段階 合計  環境配慮率 

合計点数 
 点 

① 
 点 

②

 点 
①＋②

 

該当項目数 
 項目 

③ 
 項目 

④

 項目 
③＋④

 

 ％ 

(①＋②) 
――――――― 

３×（③＋④） 

 
※「合計点数」および「該当項目数」の内訳は、「計画・設計段階チェ

ックシート」および「施工段階チェックシート」のとおり 

×１００ 

小数点第二位を四捨五入

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

     

  



目標 実績 ・
・

・
・ ・
・
・ ・
・ ・
・ ・

・
・

・
・

・

・
・

・
・

目標 実績
・ ・

・
・

・
・

・
・

・ 目標 実績
・

・ ・

・ ・
・ ・
・
・ ・
・

・
・
・ ・

・
目標 実績

・ ・

・

・
・

事業名 ：

所属名 ：

様式 ２

計画・設計段階チェックシート

作成日 ：

担当者 ：

法規制・計画等との整合、推進体制

再生アスファルト（溶融スラグ等混合）の使
用に努める。

関係法令、川越市総合計画、都市計画ﾏｽ
ﾀｰﾌﾟﾗﾝとの整合を図る。

川越市都市景観条例との整合を図る。
型枠の転用に努める。

仮設用配管材の転用に努める。
水道計画との整合を図る。

汚泥の再利用（セメント原料など）に努め
る。

公共下水道整備計画（流域別下水道整備
総合計画を含む）との整合を図る。

落ち葉や剪定植物等のリサイクル（バイオ
マス化等）に努める。

再生砕石の使用に努める。
都市計画道路との整合を図る。

樹木材料の再利用に努める。
緑の回廊計画との整合を図る。

環境にやさしい交通体系の確立

省エネルギー・新エネルギーの推進
フロン、ハロンの使用抑制や回収に努め
る。

省エネルギー、省資源型のシステム・機器
の採用を検討する。

熱帯材型枠の使用抑制に努める。

周辺地域の他の計画や事業との整合を図
る。

農業廃棄物等の有機農業資源としての再
利用に努める。

庁内調整のための組織の活用や新たな組
織の設置を検討する。

ガラスカレット、廃プラスチック利用製品の
活用に努める。

改修、修繕が容易な建物となるように努め
る。

自動力率調整システムの導入を検討す
る。

施設内で生じる熱を周辺地域に供給する
ことを検討する。

国内産木材を積極的に活用するように努
める。

生活道路の確保に努める。

広域交通ネットワークの整備により交通流
の整序化を図る。

施設からの温室効果ガス排出抑制策を検
討する。

バイパスなどの整備により交通の分散化を
図る。

自然採光の導入を検討する。
幹線道路（国道等）への接続に努める。通風による熱負荷の低減に努める。

外灯などにLEDの導入を検討する。

リサイクル可能な素材、再生部材の活用に
努める。

搬送等に係る動力の低減に努める。

周辺の道路や公共交通機関等の整備との
調整を図る。

エネルギーの使用効率等に配慮した建物
配置に努める。

右折帯の設置や立体交差化等により、交
通流の円滑化を図る。

地域冷暖房ｺｰｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝの導入を検討
する。

高耐久性構造・工法、高耐久性材料の採
用に努める。

下水熱を施設の冷暖房等に利用すること
を検討する。

交通が既存市街地に流入しない道路配置
を検討する。

廃棄物の削減、リサイクルの促進

建設副産物（ｺﾝｸﾘｰﾄ･ｱｽﾌｧﾙﾄ 等）の削減
とリサイクルに努める。

発生交通量と通過交通量に配慮した道路
整備に努める。

モーダルミックス（各種の交通機関を連携
させた効率的な運送体系）の推進に努め
る。

地域物流拠点整備を支援する道路の整備
に努める。

新エネルギー（太陽光・風力・太陽熱等）
の採用を検討する。

残土の発生を抑え、発生残土の地区内利
用に努める。

自然又は自然に近い素材（緑化ブロック舗
装、擬木柵等）の活用に努める。

建物の断熱化を検討する。

官庁施設の環境保全性に関する基準に定
められる環境保全対策を検討する。

CASBEE評価を検討する。

「目標」「実績」欄の記入方法

実　　　　施 → 「3」を記入
未 　実　施 → 「0」を記入
該当しない → 「-」を記入



・ ・

・ ・
・

・ ・

・ ・

目標 実績 ・
・

・
・

・
・

・
・
・
・ ・

・ ・

・ ・
・ ・
・
・ ・

・ ・

・
・

・
・ ・
・

・
・ ・

・
・ 目標 実績

・

目標 実績 ・
・

・
・

・
・
・ ・
・
・ ・

・ ・
・

・ ・

・ ・
・ ・

・ 目標 実績
・

舗装が最小限となるように努める。

在来植生に配慮した植栽に努める。

自然の改変の少ない工事に努める。

緑の協定を検討する。

生態系の保全

市民農園の普及に努める。

工事用道路の植栽復元に努める。

地区計画や緑地協定等により、樹林地、
緑地等の保全と創造に努める。

生態系に配慮した護岸工を検討する。

バス路線やバス停留所の新設を検討す
る。

適正な広さの駐車場の確保に努める。

循環型水の利用を検討する。

サンクチュアリ（自然保護区、生態系保全
区）の確保に努める。

周辺の植栽樹を考慮し、周辺景観との違
和感の少ない植樹に努める。

ビューポイントやアイストップ（人の視線を
ひきつける対象物）等を考慮した道路等の
設計に努める。

まとまりや連続性のある緑地の保全・確保
に努める。

水辺環境の保全

わかりやすい案内標識の設置を検討す
る。

表土の保全に努める。

野生生物の移動が可能な緑地の連続性
の確保に努める。

都市景観の保全

施設用地および施設内の緑化、緑地確保
に努める。

多孔質な護岸、河床の形成を検討する。

道路緑化に努める。

既存樹林を活かした土地利用計画の策定
に努める。

比流量と整合した排水機等の設置を検討
する。

瀬淵工法による瀬淵構造の形成に努め
る。

環境への負荷の少ない河川横断工作物を
検討する。

水制工を検討する。
礫間浄化施設の造成を検討する。

地域の特性にあわせた水路の切回しに努
める。 さいたま緑のトラスト運動の支援を検討す

る。

ふるさと埼玉の緑を守る条例の規定による
公共施設の植樹の基準を遵守する。

中水道施設の導入を検討する。
雑用水利用システムの導入を検討する。

地下浸透型水路構造の採用を検討する。

農薬の適正利用（無農薬を含む）および使
用削減に努める。

屋上緑化・壁面緑化、法面、人工地盤等
により緑化を推進する。

自然環境の保全・緑化推進

自然植生に配慮した法面保護を検討す
る。

樹林地、緑地、水辺等を公園等に取り込
み保全に努める。

自然環境（地形、地質、気候等）にあった
郷土種の植栽に努める。

緑道の設置を検討する。

湿地、湧水地、水源地（井戸等も含む）の
保全を検討する。

浸透面（芝、土砂部など）を確保し、保水
性の向上に努める。

水田の保水機能を継承した調整池の設置
を検討する。

透水性舗装、雨水浸透施設の設置を検討
する。

文化財指定区域、埋蔵文化財包蔵地の保
存・記録に努める。

道路計画や補償方法等に配慮し、平地林
等の保全に努める。

集合農地区を設け、緑地の確保に努め
る。

雨水貯留槽の設置を検討する。

水生動植物のための水辺空間（水路や池
など）の整備を検討する。

多自然型護岸、親水護岸の採用を検討す
る。

ビオトープ空間の創造に努める。

渇水時における下水処理水の活用を検討
する。

水路や池などでの高度処理水の利用を検
討する。

シンボルツリー等の植裁の誘導を検討す
る。

土地利用や住民の利用動向に応じた緑地
の確保に努める。

標識（保全啓発、樹木名の表示など）の設
置を検討する。

鳥類誘致のための食餌木の植樹を検討す
る。

雨水浸透ます、雨水浸透トレンチの採用を
検討する。

市民等のボランティア活動（緑地等の保
全、管理など）の支援を検討する。

市民、企業、行政が連携した、自然環境の
保護、育成に係るグラウンドワーク活動の
推進を検討する。

バスや電車が利用しやすい施設設置を検
討する。

野生生物の移動経路の確保、ロードキル
（動物が道路上で車にひかれること）対策
を検討する。

移植等による代替生息地の確保に努め
る。

生育する植物、生息する動物（昆虫等も含
む）の保全に努める。

生息空間の確保のため、植樹帯の設置や
緩衝緑地の確保に努める。

繁殖・産卵時期、豊水期における工事を回
避するように努める。



・ ・

・ ・

・ ・

・ ・
・
・

目標 実績 ・
・
・ ・
・ ・

・ ・
・

目標 実績
・ ・

・ ・

・ ・
・
・ ・
・
・

・
・
・
・
・

・

・
・

・
・

・
・
・
・
・
・
・

・

・

・

目標 実績
・

・

インターネットによる情報の提供に努める。

周辺地域との交流を検討する。

生活環境対策
低騒音・低振動型機械の使用に努める。
遮音壁、環境施設帯の設置を検討する。

高架道路の下では、桁下吸音板の設置を
検討する。

周辺の景観に調和したデザイン・配色とな
るように努める。

施設のある区域全体の調和（建物の景観
等）を図る。

既存の地域環境特性（地形・植生・景観
等）を生かした整備に努める。

排水処理施設の設置を検討する。
土壌汚染対策を検討する。

低騒音舗装の採用を検討する。

工事車両の通行時間、台数、経路、走行
速度等について検討する。

緩衝効果のある緑地等の設置や、道路構
造令による建物の誘導に努める。

汚水、濁水、土砂の流出防止について検
討する。

排水の監視を検討する。
地下水汚染対策を検討する。
公共下水道の導入を検討する。
下水道整備との調整を図る。

水質浄化を考慮した水路整備や、水質保
全施設の設置を検討する。

終末処理施設の設置を検討する。

法律、条例、指針等に上乗せして、自主的
な環境目標値の設定に努める。

情報収集・提供、啓発

有害動物（衛生害虫・ネズミ類・カラス等）
の発生防止について検討する。

悪臭の発生防止策を検討する。
日照障害対策を検討する。
風害対策を検討する。
電波障害の発生抑制策を検討する。
夜間照明の工夫を図る。
工事実施の時間帯の調整に努める。

工事による近接家屋への影響対策を検討
する。

工業団地への移転誘導等により、住環境
の向上を図る。

幹線道路や鉄道の沿線は、住居専用系以
外の用途指定地域の採用に努める。

地盤沈下対策を検討する。

軟弱地盤における地盤改良の実施に努め
る。

宅地における十分な盛土と圧密の実施に
努める。

大気汚染対策を検討する。

駐車場周囲に樹木を植栽する等の大気浄
化策を検討する。

廃棄物の飛散や流出の防止を図る。

環境影響に関する調査の実施、公表に努
める。

環境影響評価の広告・縦覧を行い、住民
等からの意見聴取に努める。

工事中における環境への配慮についての
情報提供に努める。

事業完了後の周辺への影響状況の公表
に努める。

広報紙、新聞、テレビ等のマスメディアによ
る情報提供に努める。

パンフレットの作成、更新を検討する。
環境教育の場としての活用を検討する。

その他

強化月間・強化日（環境月間など）にあわ
せたイベント等の実施を検討する。

見学会等の開催を検討する。

啓発作品（ポスター等）の募集を検討す
る。

実績

合計点数

該当項目数

伝統的・文化的資産、施設の保全と有効
活用に努める。

目標

「3」および「0」を記入した項目の数



作成日 ： 

                                                事業名 ： 

                                             所属名 ： 

                                               担当者 ： 

目標 実績

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

ISO14001〔3〕、環境評価プログラム〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

量 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

確認 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

量 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

確認 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

砂 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

砕石 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

クレーン車 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

再生砕石の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

盛土（ブルドーザ、ダンプ）

路上再生路盤（セメント）

アスファルト廃材の発生

基礎材料

コンクリート廃材の発生
再利用・処分の確認

再利用・処分の確認

再生砂の使用

過積載

低騒音排ガス対策機器の使用

浸透式側溝の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

粉塵対策機器の使用

ISO14001、環境評価プログラム

沿線地権者への周知

周辺住民への周知

リサイクルプラントへの搬入

低騒音排ガス対策機器の使用

舗装カッター

再利用・処分の確認

評価基準

発注
段階 業者への配慮事項の伝達

請負業者

配慮項目

挨拶回り、説明会、回覧配布等

挨拶回り、説明会、回覧配布等

安全の確保、騒音等の抑制

路床置換（ブルドーザ、ダンプ）

様式 ３-①

施工段階チェックシート

点数
工程 項目

（道路工事用)

準備工

仮設
クレーン車の使用

舗装切断工

杭打機の使用　（　　　　　　　　　）

現場内の草等の処分

低騒音低振動工法の採用

リサイクルプラントへの搬入

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

舗装版取壊（バックホウ）

構造
物工
及び

排水工

清掃

切削機

低騒音排ガス対策機器の使用

土の発生
※発生土全体に対する％

過積載防止の指導等

施工機械

Co製品の現場内切断

リサイクルプラントへの搬入

低騒音排ガス対策機器の使用

土工 防塵系材料の使用

掘削（バックホウ）

路床改良（セメント、石灰）

As廃材処分

現場内埋め戻し

 再利用（公共、農転・民間）

低騒音排ガス対策機器の使用

防塵系材料の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

六価クロムの検査

六価クロムの検査

リサイクルプラントへの搬入

側溝材料

評価基準に基づき、「3」「2」「1」「0」を記入。
該当しない場合は「－」を記入。



90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

ブルドーザ 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

マカダムローラ 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

タイヤローラ 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

振動ローラ 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

（　　　　　　　　） 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

（　　　　　　　　） 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

フィニッシャー 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

プレート 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

（　　　　　　　　） 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

（　　　　　　　　） 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

砂 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

砕石 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

クレーン車 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

全部〔3〕、一部〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

無〔3〕、有〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

目標 実績

材料

低騒音排ガス対策機器の使用施工機械

施工機械
※路盤工使用機
械を除く

舗装材料

透水性材料の使用

再生砂の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

環境配慮資材の使用（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ごみの減量、分別等の取組

環境配慮資材の使用

合計点数

再生材（溶融スラグ入り）の使用

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

再生品の使用

再生材（溶融スラグなし）の使用

該当項目数

低騒音排ガス対策機器の使用

その他

隣接家屋への影響

苦情

廃材処理

市民とのコミュニケーション

再利用、再資源化

包装くず（　　　　　　）

周辺住民等への情報提供

低騒音排ガス対策機器の使用

木くず（　 　　　　　　）

低公害車（八都県市指定）

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

再生材（溶融スラグなし）の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

再生材（溶融スラグ入り）の使用

路盤工

舗装工

施工機械

再生砕石の使用
交通
安全

施設工

歩道舗装工 アスファルト

材料

アスファルト

砕石の使用

節電の推進

再利用、再資源化

再利用、再資源化

金属類（　　　　　　　）

ミスコピー用紙（裏紙）の再利用

周辺地域等への環境保全活動 ゴミ拾い、道路清掃、現場景観等

過積載防止の指導等

エコドライブの励行

ダンプ運搬車両の使用

エコドライブの励行

環境部への苦情の有無

被害の有無

資材置き場 環境部への苦情の有無

現場事務所の管理

作業現場

環境配慮製品の使用

重機の置き場 環境部への苦情の有無

「3」「2」「1」「0」を記入した項目の数



作成日 ： 

                                                事業名 ： 

                                             所属名 ： 

                                               担当者 ： 

目標 実績

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

ISO14001〔3〕、環境評価プログラム〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

量 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

確認 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

量 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

確認 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

リサイクルプラントへの搬入

低騒音排ガス対策機器の使用

エコマーク等環境配慮製品の使用

（　　　　　　　　　　　） エコマーク等環境配慮製品の使用

再生砕石の使用

型枠の転用

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音低振動工法の採用

リサイクルプラントへの搬入

砕石の使用

外構材の使用

基礎

型枠の使用

（　　　　　　　　　　）

杭打機の使用　（　　　　　　　　　　）

クレーン車の使用

コンクリート廃材の発生

外装 （　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

クレーン車の使用

軀体

地元説明

請負業者への配慮事項の伝達

請負業者

特定建設資材の搬出

杭打機の使用　（　　　　 　　　　　　）

クレーン車の使用

その他機器の使用（　    　 　　　　）

外装材の使用

防水材の使用

再利用・処分の確認

（　　　　　　　　　　　）

その他機器の使用　（　　　　　　　）

地業材（砕石）の使用

土の発生
※発生土全体に対する％

アスファルト廃材の発生

エコマーク等環境配慮製品の使用

エコマーク等環境配慮製品の使用

（　　　　　　　　　　）

屋根材の使用

再生砕石の使用

振動ローラの使用 低騒音排ガス対策機器の使用

その他撤去機器等の搬出

発注
段階

挨拶回り、説明会、回覧配布等

評価基準

型枠の使用

掘削機の使用　（　　　　　　　　　　）

解体

ISO14001、環境評価プログラム

粉塵対策の実施

仮設

再資源化

建設資材廃棄物の分別

クレーン車の使用 低騒音排ガス対策機器の使用

法・条例、配慮事項の伝達

低騒音低振動工法の採用

様式 ３-②

工程 項目 配慮項目
点数

施工段階チェックシート

（建築工事用)

騒音・振動対策の実施

水質汚濁対策の実施

分別解体等

再資源化

エコマーク等環境配慮製品の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

再利用・処分の確認

型枠の転用

低騒音排ガス対策機器の使用

エコマーク等環境配慮製品の使用

再生砂の使用砂の使用

現場内埋め戻し

 再利用（公共、農転・民間）

エコマーク等環境配慮製品の使用

エコマーク等環境配慮製品の使用

評価基準に基づき、「3」「2」「1」「0」を記入。
該当しない場合は「－」を記入。



90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

（　　　　　　） 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

（　　　　　　） 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

（　　　　　　） 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

（　　　　　　） 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

（　　　　　　） 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

（　　　　　　） 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

全部〔3〕、一部〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

無〔3〕、有〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

目標 実績

運搬車両の使用

環境部への苦情の有無

再利用、再資源化

外溝

配管材の使用

砕石の使用

照明器具類

水栓類

衛生器具類

器具類の使用

下地材の使用

建築
設備

仕上材の使用

床材

（　　　　　　　　　　）

配管材の使用

電線材の使用

屋内
設備

クレーン車の使用

（　　　　　　　　　　）

内装

壁材

新冷媒仕様機器の設置

再利用、再資源化

再利用、再資源化

作業現場

廃材処理

金属類（　　　　　　）

合計点数

その他

ダンプ

被害の有無

低公害車（八都県市指定）

ゴミ拾い、道路清掃、現場景観等

エコドライブの励行

環境配慮製品の使用

木くず（　　　　 　　）

包装くず（　　　　　）

市民とのコミュニケーション 周辺住民等への情報提供

苦情

資材置き場 環境部への苦情の有無

重機の置き場

節水型器具の設置

節水型器具の設置

低騒音排ガス対策機器の使用

再生砕石の使用

省エネルギー機器の設置

未利用エネルギーの有効利用

高効率省エネ型機器の設置

低騒音排ガス対策機器の使用

省エネルギー機器の設置

省エネルギー機器の設置

再生塩ビ管の使用

エコマーク等環境配慮製品の使用

エコマーク等環境配慮製品の使用

エコマーク等環境配慮製品の使用

機器類

太陽光発電システム

風力発電システム

雨水貯留槽

再生塩ビ管の使用

掘削機の使用　（　　　　　　　　　　）

省エネルギー管理装置の設置

現場事務所の管理

ごみの減量、分別等の取組

過積載防止の指導等

エコドライブの励行

エコマーク等環境配慮製品の使用

エコマーク等環境配慮製品の使用

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

太陽光発電システムの設置

風力発電システムの設置

エコ電線の使用

省エネルギー機器の設置

雨水貯留槽の設置

高効率省エネ型機器の設置

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

天井材

エコマーク等環境配慮製品の使用

エコマーク等環境配慮製品の使用

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 環境配慮資材の使用

機械
設備

電気
計装
設備

機械の使用

機器、装置の
使用

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

周辺地域等への環境保全活動

隣接家屋への影響

該当項目数

環境部への苦情の有無

環境配慮資材の使用

ミスコピー用紙（裏紙）の再利用

節電の推進

エコマーク等環境配慮製品の使用

再生砂の使用砂の使用

（　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　）

「3」「2」「1」「0」を記入した項目の数



作成日 ： 

                                                事業名 ： 

                                             所属名 ： 

                                               担当者 ： 

目標 実績

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

ISO14001〔3〕、環境評価プログラム〔2〕、無〔0〕

養生 有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

溶融［3］、埋め立て［1］、処分なし［0］

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

溶融［3］、埋め立て［1］、処分なし［0］

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

量 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

確認 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

量 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

確認 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

アスベスト含有建材への配慮
処分方法

処分の確認

土の発生
※発生土全体に対する％

現場内埋め戻し

 再利用（公共、農転・民間）

ブレーカー 低騒音排ガス対策機器の使用

（　　　　　　　　　　） 低騒音排ガス対策機器の使用

外溝
解体

周囲への配慮

粉塵対策の実施

騒音・振動対策の実施

水質汚濁対策の実施

施工機械

圧砕機 低騒音排ガス対策機器の使用

バックホウ 低騒音排ガス対策機器の使用

その他の廃材の発生 再生利用

　（　　　　　　　　　　　　　） 処分の確認

ガラス廃材の発生
再生利用

処分の確認

石膏ボード廃材の発生 処分の確認

鉄筋・鉄骨廃材の発生
再生利用

処分の確認

アルミ廃材の発生
再生利用

処分の確認

木くずの発生
再生利用

処分の確認

コンクリート廃材の発生
リサイクルプラントへの搬入

再利用・処分の確認

（　　　　　　　　　　） 低騒音排ガス対策機器の使用

アスベスト含有建材への配慮
処分方法

処分の確認

バックホウ 低騒音排ガス対策機器の使用

ブレーカー 低騒音排ガス対策機器の使用

建物周囲の養生 防塵シートの使用

建物・
基礎
解体

周囲への配慮

粉塵対策の実施

騒音・振動対策の実施

水質汚濁対策の実施

施工機械

圧砕機 低騒音排ガス対策機器の使用

評価基準

発注
段階

地元説明 挨拶回り、説明会、回覧配布等

アスベスト含有の確認 分析調査、設計図の確認等

請負業者への配慮事項の伝達 法・条例、配慮事項の伝達

請負業者 ISO14001、環境評価プログラム

工程 項目 配慮項目
点数

様式 ３-③

施工段階チェックシート

（解体工事用)

評価基準に基づき、「3」「2」「1」「0」を記入。
該当しない場合は「－」を記入。



90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

コンプレッサー［3］、コンプレッサー以外［1］

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

全部〔3〕、一部〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

無〔3〕、有〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

目標 実績

合計点数

該当項目数

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 環境配慮資材の使用

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 環境配慮資材の使用

現場事務所の管理

ごみの減量、分別等の取組

ミスコピー用紙（裏紙）の再利用

節電の推進

エコドライブの励行

環境配慮製品の使用

隣接家屋への影響 被害の有無

苦情

資材置き場 環境部への苦情の有無

重機の置き場 環境部への苦情の有無

作業現場 環境部への苦情の有無
その他

運搬車両の使用 ダンプ

低公害車（八都県市指定）

過積載防止の指導等

エコドライブの励行

市民とのコミュニケーション 周辺住民等への情報提供

周辺地域等への環境保全活動 ゴミ拾い、道路清掃、現場景観等

散水方法

騒音・振動対策 重機等の配慮

水質汚濁対策 汚泥等の配慮

整地

施工機械

ブルドーザー 低騒音排ガス対策機器の使用

ローラー 低騒音排ガス対策機器の使用

（　　　　　　　　　　） 低騒音排ガス対策機器の使用

周囲への配慮

粉塵対策

その他の廃材（くい等）の発生 再生利用

　（　　　　　　　　　　　　　） 処分の確認

鉄筋・鉄骨廃材の発生
再生利用

処分の確認

植栽等の処分
再生利用

処分の確認

アスファルト廃材の発生
リサイクルプラントへの搬入

再利用・処分の確認

コンクリート廃材の発生
リサイクルプラントへの搬入

再利用・処分の確認

「3」「2」「1」「0」を記入した項目の数



作成日 ： 

                                                事業名 ： 

                                             所属名 ： 

                                               担当者 ： 

目標 実績

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

ISO14001〔3〕、環境評価プログラム〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

無〔3〕、有〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

量 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

確認 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

量 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

確認 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

全部〔3〕、一部〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

砂 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

砕石 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

人孔設置工 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

切込砕石 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒音排ガス対策機器の使用

再生砕石の使用

既設管の再利用

再生品の使用（塩化ビニール）

常温合材

転圧機械
締固機械

アスファルト合成材

地元説明

項目 配慮項目

マカダムローラ

フィニッシャー

（　　　　　　　　　　　）

タイヤローラ

振動ローラ

クレーン車の使用

路盤材料の使用

仮設
工事

管布
設工

バックホウの使用

下水管の使用

クレーン車の使用

アスファルト廃材の発生
リサイクルプラントへの搬入

再利用・処分の確認

基礎工

（　　　　　　　　　　　）

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

再生砕石の使用

再生材（溶融スラグなし）の使用

低騒音低振動工法の採用

バックホウの使用

排水による事故

廃棄物処分の確認

低騒音排ガス対策機器の使用

土留め用矢板（木材・鋼材）

杭打機の使用　（　　　　 　　　　　）

下水管廃材の発生

工程

清掃
舗装カッターの使用

地盤
改良工

発注
段階

舗装の
切断

低騒音排ガス対策機器の使用

薬液注入

請負業者への配慮事項の伝達

ISO14001、環境評価プログラム

埋戻工

評価基準
点数

挨拶回り、説明会、回覧配布等

法・条例、配慮事項の伝達

請負業者

再使用

排水の監視

様式 ３-④

施工段階チェックシート

（下水道工事用)

道路の
仮復旧

（本復旧）

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

再生品の使用

再生材（溶融スラグ入り）の使用

リサイクルプラントへの搬入

コンクリート廃材の発生

低騒音排ガス対策機器の使用

掘削工

現場内埋め戻し

埋戻材料の使用

再生砂の使用

再生砂の使用

リサイクルプラントへの搬入

再利用・処分の確認

土の発生
※発生土全体に対する％

 再利用（公共、農転・民間）

再利用・処分の確認

低騒音排ガス対策機器の使用

評価基準に基づき、「3」「2」「1」「0」を記
入。
該当しない場合は「 」を記入



全部〔3〕、一部〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

無〔3〕、有〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

目標 実績

環境部への苦情の有無

作業現場 環境部への苦情の有無

現場事務所の管理

その他

低公害車（八都県市指定）

ゴミ拾い、道路清掃、現場景観等

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

被害の有無

再利用、再資源化

市民とのコミュニケーション

金属類（　　　　　　　）

木くず（　　　　　 　　）

ごみの減量、分別等の取組

ミスコピー用紙（裏紙）の再利用

節電の推進

エコドライブの励行

合計点数

該当項目数

環境配慮製品の使用

環境配慮資材の使用

環境配慮資材の使用

環境部への苦情の有無

周辺住民等への情報提供

過積載防止の指導等

エコドライブの励行

再利用、再資源化

再利用、再資源化

資材置き場

重機の置き場

ダンプ

周辺地域等への環境保全活動

包装くず（　　　　　　）

苦情

運搬車両の使用

廃材処理

隣接家屋への影響

「3」「2」「1」「0」を記入した項目の



作成日 ： 

                                                事業名 ： 

                                             所属名 ： 

                                               担当者 ： 

目標 実績

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

ISO14001〔3〕、環境評価プログラム〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

量 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

確認 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

量 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

確認 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

修景施設工 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

再生砂の使用

（　　　　　 　　　　）

（　　　　　 　　　　）

低騒音排ガス対策機器の使用

舗装材料の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

タイヤローラ

フィニッシャー

 再利用（公共、農転・民間）

休養施設工
遊戯施設工
便益施設工
管理施設工

プラスチック等製品の使用

舗装材料の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

基礎材料の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

再生品の使用

再生品の使用

再生材の使用

仮設
杭打機の使用　（　　　 　　　　　） 低騒音低振動工法の採用

クレーン車の使用 低騒音排ガス対策機器の使用

工程 項目 配慮項目

マカダムローラ

土の発生
※発生土全体に対する％

クレーン車の使用

砕石の使用

プラスチック等製品の使用

土工
（造成工
含む）

現場内埋め戻し

クレーン車の使用

電線材料の使用

埋戻材料の使用

路盤材の使用

施工機械

振動ローラ

（　　　　　 　　　　）

（　　　　　 　　　　）

エコ電線の使用

評価基準

再生・再利用材の使用

発生材のチップ化

再生品の使用

再生品の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

点数

低騒音排ガス対策機器の使用

発注段階

挨拶回り、説明会、回覧配布等

法・条例、配慮事項の伝達

ISO14001、環境評価プログラム請負業者

請負業者への配慮事項の伝達

園路広場工
運動施設工

施工段階チェックシート

（造園工事用)

様式 ３-⑤

アスファルト廃材の発生
リサイクルプラントへの搬入

再利用・処分の確認

バックホウの使用

剪定材の処分

再生砕石の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

再利用・処分の確認
コンクリート廃材の発生

リサイクルプラントへの搬入

施工機械

ブルドーザ

低騒音排ガス対策機器の使用

振動ローラ

地元説明

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

評価基準に基づき、「3」「2」「1」「0」を記入。
該当しない場合は「－」を記入。



全部〔3〕、一部〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

無〔3〕、有〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

目標 実績

環境部への苦情の有無

ゴミ拾い、道路清掃、現場景観等

被害の有無

苦情 重機の置き場

廃材処理 木くず（　　　　 　　）

隣接家屋への影響

金属類（　　　　　　）

再利用、再資源化

再利用、再資源化

エコドライブの励行

再利用、再資源化

周辺住民等への情報提供

低公害車（八都県市指定）

過積載防止の指導等

その他

運搬車両の使用 ダンプ

包装くず（　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

市民とのコミュニケーション

資材置き場

周辺地域等への環境保全活動

環境部への苦情の有無

作業現場 環境部への苦情の有無

合計点数

現場事務所の管理

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 環境配慮資材の使用

該当項目数

環境配慮資材の使用

ごみの減量、分別等の取組

ミスコピー用紙（裏紙）の再利用

エコドライブの励行

節電の推進

環境配慮製品の使用

「3」「2」「1」「0」を記入した項目の数



作成日 ： 

                                                事業名 ： 

                                             所属名 ： 

                                               担当者 ： 

目標 実績

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

ISO14001〔3〕、環境評価プログラム〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

量 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

確認 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

量 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

確認 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

埋め戻し 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

ブルドーザ 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

マカダムローラ 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

タイヤローラ 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

振動ローラ 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

（　　　　 　 　　　） 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

（　　　　　  　　　） 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

フィニッシャー 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

プレート 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

（　　　　　 　 　　） 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

（　　　　 　 　　　） 低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

全部〔3〕、一部〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

運搬車両の使用

木くず（　　　　　 　　）

過積載防止の指導等

低騒音排ガス対策機器の使用

エコドライブの励行

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

リサイクルプラントへの搬入

低騒音排ガス対策機器の使用

点数
評価基準

地元説明

請負業者への配慮事項の伝達 法・条例、配慮事項の伝達

工程

構造物
の布設

土工

アスファルト廃材の発生

クレーン車の使用

仮設
杭打機の使用　（　　　　　　　　　　）

クレーン車の使用

発注
段階

請負業者

コンクリート廃材の発生

ダンプ

廃材処理

施工機械

包装くず（　　　　　　） 再利用、再資源化

金属類（　　　　　　　）

基礎材料の使用

様式 ３-⑥

施工段階チェックシート

（河川工事用)

再利用、再資源化

再利用、再資源化

低公害車（八都県市指定）

清掃

リサイクルプラントへの搬入

現場内埋め戻し

再利用
（公共、農転・民間）

低騒音排ガス対策機器の使用

再利用・処分の確認

土の発生
※発生土全体に対する％

挨拶回り、説明会、回覧配布等

配慮項目項目

バックホウの使用

舗装カッターの使用
低騒音排ガス対策機器の使用舗装の

切断

低騒音排ガス対策機器の使用

バックホウの使用

砕石の使用

路盤工

ISO14001、環境評価プログラム

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音低振動工法の採用

低騒音排ガス対策機器の使用

再利用・処分の確認

低騒音排ガス対策機器の使用

再生品の使用

再生砕石の使用

再生材（溶融スラグなし）の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

舗装工 施工機械
※路盤工使用
機械を除く

低騒音排ガス対策機器の使用

再生材（溶融スラグ入り）の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

材料 アスファルト

評価基準に基づき、「3」「2」「1」「0」を記入。
該当しない場合は「－」を記入。



有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

無〔3〕、有〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

目標 実績

現場事務所の管理

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他

該当項目数

節電の推進

エコドライブの励行

環境配慮製品の使用

環境配慮資材の使用

合計点数

ミスコピー用紙（裏紙）の再利用

ゴミ拾い、道路清掃、現場景観等

被害の有無

環境部への苦情の有無

ごみの減量、分別等の取組

環境部への苦情の有無

環境部への苦情の有無

周辺住民等への情報提供市民とのコミュニケーション

重機の置き場

作業現場

隣接家屋への影響

苦情

資材置き場

周辺地域等への環境保全活動

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 環境配慮資材の使用

「3」「2」「1」「0」を記入した項目の数



作成日 ： 

                                                事業名 ： 

                                             所属名 ： 

                                               担当者 ： 

目標 実績

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

ISO14001〔3〕、環境評価プログラム〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

量 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

確認 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

量 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

確認 90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

全部〔3〕、一部〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

低騒＋排対〔3〕、低騒or排対〔2〕、無〔0〕低騒音排ガス対策機器の使用

リサイクルプラントへの搬入

再利用・処分の確認

道路の
仮復旧

道路の
本復旧

管の
布設

バックホウの使用

振動ローラの使用

アスファルトの使用

アスファルト廃材の発生

振動ローラの使用

コンクリート廃材の発生

リサイクル使用（ステンレス管）

低騒音排ガス対策機器の使用

低騒音排ガス対策機器の使用

下敷材の使用

クレーン車の使用

仮設配水管の使用

様式 ３-⑦

点数
工程 項目 配慮項目 評価基準

施工段階チェックシート

（水道工事用)

再生材（溶融スラグ入り）の使用

クレーン車の使用

低騒音低振動工法の採用

低騒音排ガス対策機器の使用

砕石の使用

バックホウの使用

地元説明

杭打機の使用　（　　　　 　　　　　　）

低騒音排ガス対策機器の使用

再利用・処分の確認

リサイクルプラントへの搬入

アスファルト廃材の発生
リサイクルプラントへの搬入

再利用・処分の確認

コンクリート廃材の発生

発注
段階

舗装の
切断

挨拶回り、説明会、回覧配布等

法・条例、配慮事項の伝達

ISO14001、環境評価プログラム

低騒音排ガス対策機器の使用

請負業者への配慮事項の伝達

請負業者

仮設

清掃

埋め戻し
砂の使用

舗装カッターの使用

土留用矢板の使用

廃水道管の発生

クレーン車の使用

土の発生
※発生土全体に対する％

道路の
掘削

現場内埋め戻し

 再利用（公共、農転・民間）

低騒音排ガス対策機器の使用

リサイクルプラントへの搬入

再生品の使用

再生砕石の使用

再生使用品

再利用

再利用・処分の確認

低騒音排ガス対策機器の使用

再生砂の使用

再生材（溶融スラグなし）の使用

アスファルトの使用
再生材（溶融スラグなし）の使用

再利用・処分の確認

再生材（溶融スラグ入り）の使用

評価基準に基づき、「3」「2」「1」「0」を記入。
該当しない場合は「－」を記入。



全部〔3〕、一部〔2〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

90％以上〔3〕、50％以上〔2〕、50％未満〔1〕、25％未満〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

無〔3〕、有〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

0件〔3〕、1件〔2〕、5件未満〔1〕、5件以上〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

有〔3〕、無〔0〕

目標 実績

（　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　）

その他

運搬車両の使用 ダンプ

廃材処理

現場事務所の管理

ごみの減量、分別等の取組

作業現場 環境部への苦情の有無

（　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　）

ミスコピー用紙（裏紙）の再利用

節電の推進

環境配慮製品の使用

エコドライブの励行

低公害車（八都県市指定）

金属類（　　　　　　　）

環境部への苦情の有無

木くず（　　　　　 　　）

包装くず（　　　　　　）

市民とのコミュニケーション

苦情

資材置き場

重機の置き場

周辺地域等への環境保全活動

隣接家屋への影響

ゴミ拾い、道路清掃、現場景観等

該当項目数

過積載防止の指導等

エコドライブの励行

再利用、再資源化

再利用、再資源化

再利用、再資源化

環境部への苦情の有無

被害の有無

周辺住民等への情報提供

合計点数

環境配慮資材の使用

環境配慮資材の使用

「3」「2」「1」「0」を記入した項目の数



白紙 



 

 

公共工事における環境配慮指針 

平成２１年３月 

 

■ 問い合わせ先 ■ 

川越市環境部環境政策課  

〒350-8601 川越市元町１丁目３番地１ 

TEL 049-224-5866（環境政策課直通） FAX 049-225-9800 

E-mail kankyoseisaku@city.kawagoe.saitama.jp 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


